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本
日
こ
こ
に
、
令
和
二
年
第
一
回
臨
時
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
提
出

い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な
制
約
や
、
外
出
自
粛
に
よ

る
ご
負
担
が
増
し
て
い
る
中
、
良
識
あ
る
行
動
に
徹
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

更
に
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
、
こ
の
緊
急
事
態
の
も
と
、
入
手
が

困
難
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
ご
寄
贈

を
賜
り
、
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、
重
ね
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 ま

た
、
医
療
関
係
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
自
ら
の
感
染
と
い
う
、
大
変

な
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
、
最
前
線
で
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
の
念
を
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
、
都
市
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部
を
中
心
に
全
国
に
拡
大
し
て
お
り
、
国
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
異
常
な
緊
急
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
を
全
国

に
拡
大
し
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
期
限
を
延
長
し
、
不
要
不
急
の
外
出

に
加
え
、
帰
省
や
旅
行
を
含
め
、
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
を
極
力
控
え
る

よ
う
強
く
要
請
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
日
、
国
は
、
新
規
感
染
者
の
推
移
、
医
療
供
給
体
制
の
状
況
な
ど

か
ら
、
専
門
家
会
議
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
山
梨
県
を
含
む
三
十
九
県

に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
て
お
り
ま
す
。 

山
梨
県
で
は
、
引
き
続
き
、
緊
急
を
伴
う
場
合
を
除
き
、
緊
急
事
態

宣
言
の
出
て
い
る
都
道
府
県
へ
の
移
動
を
控
え
、
密
集
、
密
接
、
密
閉

の
「
三
密
状
態
」
を
避
け
る
と
と
も
に
、
一
部
の
事
業
者
に
対
す
る
休

業
へ
の
協
力
要
請
を
し
て
お
り
、
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を
継
続
す

る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
」

を
設
置
し
、
三
月
に
は
、
市
内
最
初
の
感
染
者
発
生
と
同
時
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
以
来
、
感
染
状
況
を
注

視
す
る
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
防
災
無
線
や
新
聞
折
込
等
に
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よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
注
意
喚
起
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

関
係
部
局
へ
、
具
体
的
な
感
染
予
防
対
策
を
指
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

市
内
小
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
感
染
リ
ス
ク
を

最
大
限
回
避
し
、
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
三
月
三
日
か
ら
臨
時
休
業

を
実
施
す
る
中
、
県
内
の
感
染
者
の
現
況
を
踏
ま
え
、
対
策
本
部
会
議

に
お
き
ま
し
て
、
臨
時
休
業
期
間
を
五
月
二
十
四
日
ま
で
延
長
す
る
こ

と
を
、
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
な
ど
は
、
延

期
ま
た
は
中
止
と
し
、
公
共
施
設
及
び
指
定
管
理
施
設
を
休
館
と
す
る

措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
庁
内
で
の
感
染
対
策
と
し
ま
し
て
、
手
洗
い
の
励
行
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
消
毒
液
の
設
置
、
市
民
窓
口
周
辺
の
消
毒
、
飛
沫
感
染
予

防
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
、
さ
ら
に
は
、
分
散
勤
務
を
実
施
す
る
な
ど
、

感
染
防
止
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

市
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
月
十
六
日
以
降
、
新
た
な
感
染
者
は
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
で
は
感
染
経
路
が
特

定
で
き
な
い
感
染
者
が
多
発
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き
危
機

感
と
緊
張
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
認
識
し
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て
お
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
経
済
に
も
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
企
業
業
績
や
個
人
消
費
が
日
々
深
刻
化
し
、
経
済
の

長
期
低
迷
が
確
実
視
さ
れ
る
、
ま
さ
に
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。 

市
内
の
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、
幅
広
い
業
種
に
お
い
て
、
景
況

が
悪
化
し
て
お
り
、
特
に
、
飲
食
業
や
観
光
業
の
方
々
か
ら
は
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
、
資
金
繰
り
が
逼
迫
す
る
中
で
、
事
業
を
継
続
す
る
た

め
の
悲
鳴
に
近
い
切
実
な
訴
え
を
、
数
多
く
受
け
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
加
え
、
市
が

独
自
に
取
り
組
む
支
援
策
に
つ
き
ま
し
て
、
本
臨
時
会
に
上
程
い
た
し

ま
し
た
。
切
迫
し
た
経
営
状
況
に
あ
る
市
内
中
小
規
模
事
業
者
の
支
援

や
、
お
子
さ
ま
を
持
つ
子
育
て
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
を
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
早
急

に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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こ
れ
よ
り
、
市
独
自
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
」

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
事
業
者
に
向
け
た
支
援
で
あ
り
ま
す
「
事
業
者
持
続
化

給
付
金
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

本
事
業
は
、
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
市
内
の
中
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、
事
業
の
継
続
を
強
く

下
支
え
す
る
た
め
の
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し
ま
し
て
、
事
業
全
般
に

広
く
使
え
る
給
付
金
を
給
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
業
で
あ
り
ま
す
。 

国
の
持
続
化
給
付
金
制
度
で
、
給
付
の
決
定
を
受
け
た
法
人
及
び
個

人
事
業
者
を
対
象
に
、
国
の
給
付
額
に
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ

し
、
法
人
は
六
十
万
円
、
個
人
事
業
主
は
三
十
万
円
、
を
上
限
と
し
て

給
付
金
を
給
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

次
に
、
子
育
て
世
帯
に
向
け
た
支
援
で
あ
り
ま
す
「
臨
時
特
別
給
付

金
支
給
事
業
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

本
事
業
は
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
負
担
が
増
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
家
計
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。 
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児
童
手
当
受
給
者
を
対
象
に
、
市
単
独
分
と
し
ま
し
て
、
児
童
一
人

当
た
り
一
万
円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

更
に
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
は
、
世
帯
に
一
万
円
を
追
加
し

て
支
給
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
の

無
償
化
を
第
一
子
ま
で
拡
大
し
、
公
立
、
私
立
保
育
所
の
副
食
費
の
無

償
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
無
償
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

そ
の
他
、
妊
婦
出
産
支
援
、
医
療
機
関
等
へ
の
支
援
な
ど
、
市
独
自

の
支
援
策
を
併
せ
て
強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
「
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

本
事
業
は
、
国
の
施
策
と
し
て
、
感
染
症
拡
大
で
影
響
を
受
け
て
い

る
家
計
を
支
援
す
る
た
め
に
「
国
民
一
人
当
た
り
十
万
円
」
が
一
律
給

付
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
給
付
に
係
る
相
談
や
手
続
支
援
の
た
め
、
市
で
は
、
五
月
一
日

か
ら
「
臨
時
給
付
金
支
援
窓
口
」
を
開
設
し
て
お
り
、
こ
の
給
付
金
が

一
日
で
も
早
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
円
滑
な
給
付
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に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
依
然
と
し
て
、
そ
の
終
息
が
見

通
せ
ず
、
全
く
先
が
見
え
な
い
不
安
な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
一
刻
も
早
く
安
心
・
安
全

な
日
常
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
冷
静
な
行
動
の
下
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
民
一
丸
と
な
り
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

続
き
ま
し
て
、
本
臨
時
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ

き
承
認
を
求
め
る
案
三
件
、
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求

め
る
案
一
件
、
条
例
案
三
件
、
補
正
予
算
案
一
件
、
同
意
案
二
件
、
合

わ
せ
て
十
件
で
あ
り
ま
す
。 
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は
じ
め
に
、
承
認
第
一
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一

日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
南
ア
ル
プ
ス
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会

に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
二
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
、
令
和
二
年
三
月

三
十
一
日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
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議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
承
認
第
三
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
措
置
と
し
て
、

国
が
特
例
的
に
特
別
調
整
交
付
金
に
よ
る
財
政
支
援
を
創
設
し
た
こ

と
に
伴
い
、
感
染
拡
大
の
防
止
、
及
び
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、
安

心
し
て
仕
事
を
休
め
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
傷
病
手
当
金
制
度

を
設
け
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

二
年
四
月
二
十
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
承
認
第
四
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
措
置
と
し
て
、
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傷
病
手
当
金
の
支
給
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
暇
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第

百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
二
十
一
日
に
専

決
処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

 

次
に
、
議
案
第
四
十
七
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
と
し
て
、

固
定
資
産
税
に
関
す
る
特
例
措
置
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非

課
税
措
置
、
及
び
個
人
市
民
税
に
関
す
る
徴
収
猶
予
の
特
例
に
関
す
る

手
続
の
内
容
追
加
に
よ
り
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 

次
に
、
議
案
第
四
十
八
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 
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こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
う
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
議
案
第
四
十
九
号
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
収
入
減
少
等
が
見
込
ま
れ
る
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
軽

減
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
臨
時
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
補
正
予
算
案
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市

一
般
会
計
予
算
案
一
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
案
第
五
十
号
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
」

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

補
正
額
を
七
十
八
億
二
百
二
十
九
万
七
千
円
と
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
三
百
七
十
七
億
二
千
四
百
五
十
三
万
三
千
円
と
い
た
す
も
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の
で
あ
り
ま
す
。 

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
ず
、
国
が
実
施
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
」
に
係
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。 

家
計
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
市
民
一
人
当
た
り
十
万
円
の
給
付
を
行

う
「
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」
に
、
七
十
一
億
八
千
五
百
四
十
九

万
二
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
児
童
手
当
受
給
者
を
対

象
に
、
児
童
一
人
当
た
り
一
万
円
を
支
給
す
る
「
臨
時
特
別
給
付
金
支

給
事
業
」
に
、
九
千
九
百
四
十
五
万
三
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 更

に
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
、
民
間
保
育
所
等
へ
の
支
援
や

小
中
学
校
へ
の
感
染
症
対
策
用
品
の
購
入
、
妊
婦
へ
の
配
布
用
マ
ス
ク

の
購
入
な
ど
、
合
わ
せ
て
一
千
七
百
五
十
九
万
四
千
円
を
計
上
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 

次
に
、
市
民
生
活
へ
の
下
支
え
に
万
全
を
期
す
た
め
、
市
が
独
自
に
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取
り
組
む
支
援
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

先
ず
、
中
小
規
模
事
業
者
や
個
人
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

国
の
持
続
化
給
付
金
の
給
付
決
定
事
業
者
に
対
し
、
市
が
上
乗
せ
し
て

給
付
す
る
「
事
業
者
持
続
化
給
付
金
給
付
事
業
」
に
、
三
億
百
三
万
六

千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

次
に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国
の
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
の
対
象
児
童
に
対
す
る
一
万
円
の
上
乗
せ
支
給
に
加
え
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
対
し
て
も
一
万
円
を
支
給
す
る
、「
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
事
業
（
市
単
）」
に
、
一
億
百
四
十
八
万
五
千
円
を
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
出
産
を
控
え
た
妊
婦
に
対
し
て
一
人
一
万
円
を
支
援
す
る
、

「
妊
婦
出
産
支
援
給
付
金
事
業
」
に
、
三
百
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

更
に
、
最
前
線
で
大
変
な
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
向
き
合
う
市
内
医
療
機
関
等
へ
の
感
染
防
止
対
策

強
化
支
援
と
し
て
、
三
千
五
百
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
保
育
料
、
副
食
費
の
無
償
化
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や
感
染
症
対
策
用
品
の
購
入
な
ど
、
感
染
症
対
策
へ
の
経
費
と
し
ま
し

て
、
合
わ
せ
て
五
千
九
百
二
十
三
万
七
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 

 

以
上
、
歳
出
予
算
の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
、
繰

入
金
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

更
に
、
歳
入
予
算
で
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、
市
内
の

保
育
所
に
お
け
る
保
育
料
や
副
食
費
、
小
中
学
校
の
給
食
費
、
及
び
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
、
合
わ
せ
て
二
億
二
千
百
六
十
四
万
三
千

円
の
無
償
化
を
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
家
計
へ
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
同
意
案
第
三
号
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
津
久
井

つ

く

い

豊 と
よ

徳 の
り

教
育
委
員
の
任
期
が
、
本

年
五
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
山
寺
在

住
の
渡
邉

わ
た
な
べ

正
義

ま
さ
よ
し

氏
を
任
命
し
た
い
の
で
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
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運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
同
意
案
第
四
号
、「
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
櫻
本

さ
く
ら
も
と

竜 た
つ

哉 や

評
価
員
よ
り
退
任
の
申
し

出
が
あ
っ
た
た
め
、
新
た
に
税
務
課
長
の
米
山

よ
ね
や
ま

一
樹

か

ず

き

を
選
任
し
た
い
の

で
、
地
方
税
法
第
四
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
、
提
出
案
件
に
つ
い
て
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

な
お
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
よ
り
説
明
い
た
さ
せ
ま
す
。 

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
議
決
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

令
和
二
年
五
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
ア
ル
プ
ス
市
長 

金 

丸 

一 

元 

 


